
 

船上よりの放流 船上よりの放流 

タカアシガニ青空教室 タカアシガニ青空教室 

第35回 
原
・
浮
島
ふ
る
さ
と
 

　夏
ま
つ
り
開
催
 

第33回 
戸
田
港
ま
つ
り
開
催
 

新
体
制
ス
タ
ー
ト 

第
５
回
通
常
総
代
会
開
か
る 5月2222日　大村新会長　大村新会長（左）より松永前会長松永前会長（右）へ感謝状贈呈感謝状贈呈（2・3面詳細面詳細） 5月22日　大村新会長（左）より松永前会長（右）へ感謝状贈呈（2・3面詳細） 

本商工会で商標登録取得 
 

TOPIX
〈へだトロはんぺんのロゴマーク〉 
 

沼
津
市
商
工
会 

　
新
会
長 

大
村
保
二 

　
こ
の
た
び
の
役
員
改
選
に
あ
た

り
、
会
長
職
を
任
命
さ
れ
ま
し
た

大
村
で
す
。
こ
の
よ
う
な
重
責
を

仰
せ
つ
か
り
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
 

　
沼
津
市
商
工
会
は
、
旧
原
町
商

工
会
と
戸
田
村
商
工
会
が
合
併
し
、

五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
松
永
公

良
前
会
長
の
も
と
、
一
致
団
結
し

両
地
域
の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ

り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
さ
ら
に
密
接
な
関
係
を
維
持

し
お
互
い
の
地
域
資
源
を
活
用
し

つ
つ
相
乗
効
果
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

　
商
工
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

一
段
と
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
今
こ
そ
皆
さ
ん
で
知
恵
を
出

し
合
い
よ
り
活
力
あ
る
商
工
会
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
こ
れ
ま
で
、
原
浮
島
地
域
で
は

お
茶
の
販
路
拡
大
や
生
茶
を
使
っ

た
特
産
品
開
発
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
又
戸
田
地
域
で
は
、
へ

だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は

さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
販
路
拡
大
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
さ
て
、
今
話
題
の
新
東
名
高
速

道
路
が
四
月
十
四
日
に
開
通
し
ま

し
た
。
連
日
連
夜
、
大
変
な
賑
わ

い
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
中
で
も

浮
島
根
古
屋
上
に
出
来
ま
し
た
駿

河
湾
沼
津
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
そ

の
規
模
の
大
き
さ
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
良
さ
と
相
俟
っ
て
予
想
を
超

え
る
集
客
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
駿
河
湾
沼
津
Ｓ
Ａ
を
活
用

し
両
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て

駿
河
湾
沼
津
Ｓ
Ａ
に
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
く
よ

う
地
元
連
合
自
治
会
と
も
連
携
し
、

実
現
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
ま
し
て
も
、
将
来
両
地
域
が

ど
の
よ
う
に
活
性
化
す
る
か
真
価

が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て 

7月の行事予定 
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

   6月 28日  新旧役員懇親会 
   7月   4日 理事会 
   7月 10日  源泉所得税納付期限 
   原支所 
   6月25日・7月2日 初心者向けパソコン講習会 
   6月 26日 原支所総務委員会 
   7月  6日  夏まつり実行委員会正副会議 
 　   20日  夏まつり実行委員会全体会議 
 　   26日  夏まつり運営本部・企画・財務・合同会議 
　戸田支所 
   7月 21日  第３３回戸田港まつり 
 

　
五
月
十
八
日
、
戸
田
支
所
観
光

サ
ー
ビ
ス
部
会
は
、
タ
カ
ア
シ
ガ

ニ
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
今
年
は
、
例
年
参
加
し
て
い
る

地
元
・
戸
田
小
六
年
生
に
加
え
て
 

修
学
旅
行
生
の
誘
致
を
見
据
え
、

旅
行
代
理
店
の
方
や
、
Ｈ
Ｐ
等
で

募
集
し
た
県
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
参
加
も
得
ま
し
た
。
カ

ニ
は
一
〇
三
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。
 

　
放
流
の
前
に
は
、
小
学
生
や
一

般
の
方
を
対
象
に
、
『
タ
カ
ア
シ

ガ
ニ
青
空
教
室
』
を
開
き
、
水
産
 

・
観
光
資
源
と
し
て
の
タ
カ
ア
シ

ガ
ニ
の
歴
史
や
放
流
の
意
義
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
、
参
加
者
の
方
々
に
、

カ
ニ
の
足
に
タ
グ
（
標
識
）
を
取

り
付
け
て
も
ら
い
、
カ
ニ
の
大
き

さ
や
重
さ
を
記
録
し
た
後
、
船
に

乗
り
込
ん
で
戸
田
湾
沖
で
放
流
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
波
が
や
や
高
か
っ
た
も

の
の
、
五
月
ら
し
い
気
持
ち
の
良

い
青
空
の
も
と
、
子
供
達
の
歓
声

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
放
流
事
業
は
、
地
元
戸
田

地
区
の
事
業
所
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
々
の
協
賛
を
得
て
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
 

　
先
日
、
夏
ま
つ
り
全
体
会
議
が

開
催
さ
れ
、「
第
三
十
五
回
原
・

浮
島
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
」
の
開

催
が
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
原
・
浮
島
地
域
が
一
丸
と
な
っ

て
行
う
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
今
年
は
八
月
四
日
（
土
）
に

原
地
区
セ
ン
タ
ー
広
場
に
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
恒
例
の
花
火
大
会
や

お
化
け
屋
敷
を
始
め
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
出
店
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
 

　
七
月
二
十
一
日
（
土
）
、
戸
田

地
区
恒
例
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
『
戸

田
港
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

　
お
祭
は
、
中
央
桟
橋
か
ら
宝
泉

寺
（
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
の

乗
組
員
の
墓
が
あ
り
ま
す
）
ま
で

の
パ
レ
ー
ド
で
開
幕
し
、
供
養
祭

や
塩
衣
の
式
等
の
式
典
、
海
上
ダ

ン
ボ
ー
ル
レ
ー
ス
、
郷
土
芸
能
の

ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
海
上
か
ら
打
上

げ
る
花
火
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え

ま
す
。
 

シ
リ
ー
ズ
 名
所
・
史
跡
案
内
 

　
戸
田
の
御
浜
岬
は
西
側
（
外
海

側
）
が
駿
河
湾
に
面
し
て
い
て
、

長
い
砂
州
の
岬
に
は
松
な
ど
の
防

風
林
が
あ
り
穏
や
か
な
戸
田
港
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
初
夏
、
岬
を

散
歩
す
る
と
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ

色
の
ユ
リ
の
花
が
美
し
く
群
を
成

し
て
、
見
た
人
を
し
ば
し
優
雅
で

爽
や
か
な
ひ
と
時
に
浸
し
て
く
れ

ま
す
。
ス
カ
シ
ユ
リ
は
花
び
ら
の

間
に
透
き
間
が
あ
る
こ
と
が
名
前

の
由
来
の
よ
う
で
す
。
茎
の
長
さ

は
三
十
㎝
か
ら
六
十
㎝
く
ら
い
、

花
び
ら
は
十
㎝
く
ら
い
の
大
き
さ

で
す
。
ス
カ
シ
ユ
リ
の
花
言
葉
は
、

『
飾
ら
な
い
美
』
と
の
こ
と
で
す
。
 

　
御
浜
岬
で
は
、
ス
カ
シ
ユ
リ
の

他
に
紫
陽
花
や
ハ
マ
ユ
ウ
、
ハ
マ

ヒ
ル
ガ
オ
、
つ
わ
ぶ
き
等
が
見
ら

れ
ま
す
。
 

　松
御
浜
岬
の
ス
カ
シ
ユ
リ
 

富士山の麓で生産される 
お茶をイメージし､主に 
海外向けに作りました 

〈沼津(愛鷹)茶のロゴマーク〉 

戸
田
支
所
だ
よ
り
 

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
放
流
 



会長は1面、 
副会長は2面参照 

理 理事 役職 

氏名 ●原支所 
　　 ●戸田支所　 
事業名所 

副部会長 副 

会計理事 
中嶋  國晴● 
(有)中島商店 

会計理事 
横畠  公一● 
(有)服部製作所 

　　工業部会長 
杉山  壽章● 
(株)杉山鉄工 

　 建設業関連部会長 
杉山  真一● 
コーア建設（株） 

 建設業関連部会 
尾沢  浩幸● 
(株)尾沢建設 

　　観光サービス部会長 
中島  寿之● 
(有)丸吉 

 観光サービス部会 
坂口  善嗣● 

坂口荘 

　青年部長 
望月  正明● 
(有)望月防水工業 

　女性部長 
杉原勢津子● 
杉原畳店 

女性部 
山田　静● 
山田園 

  　情報化推進委員長 
林　正通● 
林製作所 

　 支部選出 
一杉　剛● 
(有)一杉印刷所 

支部選出 
松本三雄● 

松新 

    支部選出 
庄司  泰隆● 
(有)原町造園 

    支部選出 
山口  茂美● 
西添建設 

    支部選出 
小池  高秋● 
小池薬局 

    支部選出 
高村  悦夫● 
高村商店 

    支部選出 
深沢  恵美子● 
カネトミ深沢製茶 

    支部選出 
塩崎  歌子● 

清幸丸 

 工業部会 
佐藤  隆彦● 
儀三丸造船所 

青年部 
堤　幸成● 
シーホース 

    支部選出 
杉山  秀雄● 
(有)すぎやま資生堂薬品 

    支部選出 
鈴木　茂● 
日建建設（株） 

監　事 
鈴木　敏● 
ベル印刷（株） 

監　事 
塩崎  金也● 
ル・シェル・ブルー 

副 副 理 理 

副 副 副 

理 

理 理 理 理 理 理 

理 理 

理 　　商業部会長 
内海  賢男● 
内海ふとん店 

理 

理 理 理 理 理 理 

理 理 理 

役員紹介 

高足ガニとエビカニづくしの磯料理 

                     TEL 0558-94-3333 
フリーダイヤルTEL 0120-04-1260 
ホームページ　http://tokiwaya.info

創業明治参年 味わいの宿 
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支部長　中島寿之 
沼津法人会　戸田支部 

食中毒予防の決め手はあなたの手 

支部長　真野雄二 
沼津食品衛生協会 戸田支部 

事務局　沼津市商工会　戸田支所 
　　　　0558-94-2224

  

　
合
併
五
周
年
に
あ
た
る
平
成
二

十
四
年
度
通
常
総
代
会
が
五
月
二

十
二
日
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア

沼
津
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
ま
ず
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
と

収
支
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、
東

日
本
大
震
災
や
円
高
等
の
厳
し
い

景
気
の
中
、
会
員
支
援
と
本
会
運

営
基
盤
の
強
化
に
取
組
ん
だ
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
次
に
、
新
年
度
の
事
業
計
画
と

収
支
予
算
が
審
議
さ
れ
、
役
員
改

選
や
合
併
五
年
目
を
踏
ま
え
、
ま

た
、
統
合
・
広
域
化
の
成
果
が
実

感
で
き
る
年
度
と
す
る
た
め
、
新

体
制
に
よ
る
組
織
運
営
改
革
、
資

源
活
用
の
推
進
、
会
員
の
Ｉ
Ｔ
化

の
推
進
、
地
域
づ
く
り
へ
の
積
極

的
な
関
与
な
ど
に
重
点
的
に
取
組

ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
に
移
り
、
審
議
の
結
果
、

現
行
役
員
三
十
名
の
う
ち
正
副
会

長
、
会
計
理
事
を
は
じ
め
と
す
る

十
四
名
が
交
代
す
る
大
幅
な
改
選

と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
会
長
に

は
大
村
保
二
工
業
部
会
長
、
副
会

長
に
川
合
健
次
観
光
サ
ー
ビ
ス
部

会
長
と
清
水
賢
嗣
情
報
化
推
進
委

員
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
全
て
の
議
案
審
議
終
了
後
、
役

員
功
労
者
の
表
彰
に
移
り
、
松
永

現
会
長
か
ら
全
国
商
工
会
連
合
会

長
表
彰
が
五
名
の
理
事
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
選
任
さ

れ
た
全
役
員
の
紹
介
の
後
、
新
役

員
を
代
表
し
て
新
会
長
の
挨
拶
が

行
わ
れ
、
退
任
す
る
役
員
に
は
、

新
会
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
総
代
会
終
了
後
に
は
、
会
員
、

関
係
機
関
と
の
交
流
を
深
め
る
懇

親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
度
、
沼
津
市
商
工
会
の
新

副
会
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
責

務
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
い

ま
す
。
商
工
会
は
中
小
零
細
企
業

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
り
、
会
員

の
為
、
そ
し
て
地
域
振
興
を
図
る

組
織
で
す
。
今
私
達
を
取
巻
く
経

営
環
境
は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
デ
フ
レ
経
済
の
中
、
震

災
以
後
戸
田
に
お
い
て
は
観
光
客

や
仕
事
量
の
減
少
に
よ
り
、
厳
し

い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
会
員
の
意
見
を
集
約

し
な
が
ら
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
の
積
極

的
な
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

な
が
ら
、
責
務
を
遂
行
し
て
い
く

所
存
で
す
。
 

　
本
年
度
よ
り
、
副
会
長
に
任
ぜ

ら
れ
ま
し
た
清
水
賢
嗣
で
す
。
 

平
成
七
年
に
理
事
・
青
年
部
長
職

を
拝
命
し
て
以
来
、
道
の
駅
誘
致

活
動
・
I
T
化
推
進
事
業
等
に
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
近

年
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

激
変
し
、
商
工
会
活
動
に
も
大
き

な
変
革
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
 

　
商
工
会
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
し
、
原
・
浮

島
・
戸
田
の
各
地
域
が
持
つ
豊
富

な
地
域
資
源
の
有
効
利
用
と
情
報

発
信
を
図
っ
て
、
会
員
相
互
と
地

域
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

　
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
 

　
新
東
名
が
開
通
し
て
一
ヶ
月
が
 

過
ぎ
駿
河
湾
沼
津
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
の
賑
わ
い
は
大
盛
況
で
し
た
。
 

　
さ
て
、
先
日
の
第
五
回
通
常
総

代
会
に
於
い
て
会
長
職
を
引
退
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
会

員
の
皆
様
に
は
任
期
中
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
沼
津
市
商
工
会
は
平
成
二
十
年

四
月
一
日
に
合
併
し
、
初
代
の
会

長
と
し
て
四
年
間
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
商
工
会
を
取

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
く
経
済
の

変
動
の
中
、
創
意
工
夫
を
重
ね
な

が
ら
諸
事
業
を
通
じ
、
対
応
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
 

　
今
日
ま
で
会
長
の
職
を
全
う
で

き
ま
し
た
の
も
、
皆
様
方
の
ご
協

力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
新
会
長
さ
ん
を
中
心
に

商
工
会
の
益
々
の
ご
繁
栄
を
ご
期

待
し
退
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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四
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総
代
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任
ご
挨
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副 会 長 

川合 健次  
（有）ホテルいさば 

前会長 

副 会 長 

清水 賢嗣  
（有）シミズ 

 商業部会 
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会長は1面、 
副会長は2面参照 

理 理事 役職 

氏名 ●原支所 
　　 ●戸田支所　 
事業名所 

副部会長 副 

会計理事 
中嶋  國晴● 
(有)中島商店 

会計理事 
横畠  公一● 
(有)服部製作所 

　　工業部会長 
杉山  壽章● 
(株)杉山鉄工 

　 建設業関連部会長 
杉山  真一● 
コーア建設（株） 

 建設業関連部会 
尾沢  浩幸● 
(株)尾沢建設 

　　観光サービス部会長 
中島  寿之● 
(有)丸吉 

 観光サービス部会 
坂口  善嗣● 

坂口荘 

　青年部長 
望月  正明● 
(有)望月防水工業 

　女性部長 
杉原勢津子● 
杉原畳店 

女性部 
山田　静● 
山田園 

  　情報化推進委員長 
林　正通● 
林製作所 

　 支部選出 
一杉　剛● 
(有)一杉印刷所 

支部選出 
松本三雄● 

松新 

    支部選出 
庄司  泰隆● 
(有)原町造園 

    支部選出 
山口  茂美● 
西添建設 

    支部選出 
小池  高秋● 
小池薬局 

    支部選出 
高村  悦夫● 
高村商店 

    支部選出 
深沢  恵美子● 
カネトミ深沢製茶 

    支部選出 
塩崎  歌子● 

清幸丸 

 工業部会 
佐藤  隆彦● 
儀三丸造船所 

青年部 
堤　幸成● 
シーホース 

    支部選出 
杉山  秀雄● 
(有)すぎやま資生堂薬品 

    支部選出 
鈴木　茂● 
日建建設（株） 

監　事 
鈴木　敏● 
ベル印刷（株） 

監　事 
塩崎  金也● 
ル・シェル・ブルー 

副 副 理 理 

副 副 副 

理 

理 理 理 理 理 理 

理 理 

理 　　商業部会長 
内海  賢男● 
内海ふとん店 

理 

理 理 理 理 理 理 

理 理 理 

役員紹介 

高足ガニとエビカニづくしの磯料理 

                     TEL 0558-94-3333 
フリーダイヤルTEL 0120-04-1260 
ホームページ　http://tokiwaya.info

創業明治参年 味わいの宿 
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企業の繁栄と社会貢献 

支部長　中島寿之 
沼津法人会　戸田支部 

食中毒予防の決め手はあなたの手 

支部長　真野雄二 
沼津食品衛生協会 戸田支部 

事務局　沼津市商工会　戸田支所 
　　　　0558-94-2224

  

　
合
併
五
周
年
に
あ
た
る
平
成
二

十
四
年
度
通
常
総
代
会
が
五
月
二

十
二
日
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア

沼
津
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
ま
ず
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
と

収
支
決
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、
東

日
本
大
震
災
や
円
高
等
の
厳
し
い

景
気
の
中
、
会
員
支
援
と
本
会
運

営
基
盤
の
強
化
に
取
組
ん
だ
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
次
に
、
新
年
度
の
事
業
計
画
と

収
支
予
算
が
審
議
さ
れ
、
役
員
改

選
や
合
併
五
年
目
を
踏
ま
え
、
ま

た
、
統
合
・
広
域
化
の
成
果
が
実

感
で
き
る
年
度
と
す
る
た
め
、
新

体
制
に
よ
る
組
織
運
営
改
革
、
資

源
活
用
の
推
進
、
会
員
の
Ｉ
Ｔ
化

の
推
進
、
地
域
づ
く
り
へ
の
積
極

的
な
関
与
な
ど
に
重
点
的
に
取
組

ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
に
移
り
、
審
議
の
結
果
、

現
行
役
員
三
十
名
の
う
ち
正
副
会

長
、
会
計
理
事
を
は
じ
め
と
す
る

十
四
名
が
交
代
す
る
大
幅
な
改
選

と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
会
長
に

は
大
村
保
二
工
業
部
会
長
、
副
会

長
に
川
合
健
次
観
光
サ
ー
ビ
ス
部

会
長
と
清
水
賢
嗣
情
報
化
推
進
委

員
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
全
て
の
議
案
審
議
終
了
後
、
役

員
功
労
者
の
表
彰
に
移
り
、
松
永

現
会
長
か
ら
全
国
商
工
会
連
合
会

長
表
彰
が
五
名
の
理
事
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
選
任
さ

れ
た
全
役
員
の
紹
介
の
後
、
新
役

員
を
代
表
し
て
新
会
長
の
挨
拶
が

行
わ
れ
、
退
任
す
る
役
員
に
は
、

新
会
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
総
代
会
終
了
後
に
は
、
会
員
、

関
係
機
関
と
の
交
流
を
深
め
る
懇

親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
度
、
沼
津
市
商
工
会
の
新

副
会
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
責

務
の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し
て
い

ま
す
。
商
工
会
は
中
小
零
細
企
業

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
り
、
会
員

の
為
、
そ
し
て
地
域
振
興
を
図
る

組
織
で
す
。
今
私
達
を
取
巻
く
経

営
環
境
は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
デ
フ
レ
経
済
の
中
、
震

災
以
後
戸
田
に
お
い
て
は
観
光
客

や
仕
事
量
の
減
少
に
よ
り
、
厳
し

い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
会
員
の
意
見
を
集
約

し
な
が
ら
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
の
積
極

的
な
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

な
が
ら
、
責
務
を
遂
行
し
て
い
く

所
存
で
す
。
 

　
本
年
度
よ
り
、
副
会
長
に
任
ぜ

ら
れ
ま
し
た
清
水
賢
嗣
で
す
。
 

平
成
七
年
に
理
事
・
青
年
部
長
職

を
拝
命
し
て
以
来
、
道
の
駅
誘
致

活
動
・
I
T
化
推
進
事
業
等
に
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
近

年
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

激
変
し
、
商
工
会
活
動
に
も
大
き

な
変
革
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
 

　
商
工
会
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を

も
う
一
度
見
つ
め
直
し
、
原
・
浮

島
・
戸
田
の
各
地
域
が
持
つ
豊
富

な
地
域
資
源
の
有
効
利
用
と
情
報

発
信
を
図
っ
て
、
会
員
相
互
と
地

域
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

　
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
 

　
新
東
名
が
開
通
し
て
一
ヶ
月
が
 

過
ぎ
駿
河
湾
沼
津
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
の
賑
わ
い
は
大
盛
況
で
し
た
。
 

　
さ
て
、
先
日
の
第
五
回
通
常
総

代
会
に
於
い
て
会
長
職
を
引
退
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
会

員
の
皆
様
に
は
任
期
中
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
沼
津
市
商
工
会
は
平
成
二
十
年

四
月
一
日
に
合
併
し
、
初
代
の
会

長
と
し
て
四
年
間
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
商
工
会
を
取

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
く
経
済
の

変
動
の
中
、
創
意
工
夫
を
重
ね
な

が
ら
諸
事
業
を
通
じ
、
対
応
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
 

　
今
日
ま
で
会
長
の
職
を
全
う
で

き
ま
し
た
の
も
、
皆
様
方
の
ご
協

力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
新
会
長
さ
ん
を
中
心
に

商
工
会
の
益
々
の
ご
繁
栄
を
ご
期

待
し
退
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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ご
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前会長 

副 会 長 
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 商業部会 
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船上よりの放流 船上よりの放流 

タカアシガニ青空教室 タカアシガニ青空教室 

第35回 
原
・
浮
島
ふ
る
さ
と
 

　夏
ま
つ
り
開
催
 

第33回 
戸
田
港
ま
つ
り
開
催
 

新
体
制
ス
タ
ー
ト 

第
５
回
通
常
総
代
会
開
か
る 5月2222日　大村新会長　大村新会長（左）より松永前会長松永前会長（右）へ感謝状贈呈感謝状贈呈（2・3面詳細面詳細） 5月22日　大村新会長（左）より松永前会長（右）へ感謝状贈呈（2・3面詳細） 

本商工会で商標登録取得 
 

TOPIX
〈へだトロはんぺんのロゴマーク〉 
 

沼
津
市
商
工
会 

　
新
会
長 

大
村
保
二 

　
こ
の
た
び
の
役
員
改
選
に
あ
た

り
、
会
長
職
を
任
命
さ
れ
ま
し
た

大
村
で
す
。
こ
の
よ
う
な
重
責
を

仰
せ
つ
か
り
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
 

　
沼
津
市
商
工
会
は
、
旧
原
町
商

工
会
と
戸
田
村
商
工
会
が
合
併
し
、

五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
松
永
公

良
前
会
長
の
も
と
、
一
致
団
結
し

両
地
域
の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ

り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
さ
ら
に
密
接
な
関
係
を
維
持

し
お
互
い
の
地
域
資
源
を
活
用
し

つ
つ
相
乗
効
果
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

　
商
工
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

一
段
と
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
今
こ
そ
皆
さ
ん
で
知
恵
を
出

し
合
い
よ
り
活
力
あ
る
商
工
会
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
こ
れ
ま
で
、
原
浮
島
地
域
で
は

お
茶
の
販
路
拡
大
や
生
茶
を
使
っ

た
特
産
品
開
発
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
又
戸
田
地
域
で
は
、
へ

だ
ト
ロ
は
ん
ぺ
ん
の
普
及
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は

さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
販
路
拡
大
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
さ
て
、
今
話
題
の
新
東
名
高
速

道
路
が
四
月
十
四
日
に
開
通
し
ま

し
た
。
連
日
連
夜
、
大
変
な
賑
わ

い
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
中
で
も

浮
島
根
古
屋
上
に
出
来
ま
し
た
駿

河
湾
沼
津
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
そ

の
規
模
の
大
き
さ
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
良
さ
と
相
俟
っ
て
予
想
を
超

え
る
集
客
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
の
駿
河
湾
沼
津
Ｓ
Ａ
を
活
用

し
両
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て

駿
河
湾
沼
津
Ｓ
Ａ
に
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
た
だ
く
よ

う
地
元
連
合
自
治
会
と
も
連
携
し
、

実
現
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
ま
し
て
も
、
将
来
両
地
域
が

ど
の
よ
う
に
活
性
化
す
る
か
真
価

が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て 

7月の行事予定 
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沼津法人会原支部 
めざします企業の繁栄 
と社会への貢献 

社団 
法人 

   6月 28日  新旧役員懇親会 
   7月   4日 理事会 
   7月 10日  源泉所得税納付期限 
   原支所 
   6月25日・7月2日 初心者向けパソコン講習会 
   6月 26日 原支所総務委員会 
   7月  6日  夏まつり実行委員会正副会議 
 　   20日  夏まつり実行委員会全体会議 
 　   26日  夏まつり運営本部・企画・財務・合同会議 
　戸田支所 
   7月 21日  第３３回戸田港まつり 
 

　
五
月
十
八
日
、
戸
田
支
所
観
光

サ
ー
ビ
ス
部
会
は
、
タ
カ
ア
シ
ガ

ニ
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
今
年
は
、
例
年
参
加
し
て
い
る

地
元
・
戸
田
小
六
年
生
に
加
え
て
 

修
学
旅
行
生
の
誘
致
を
見
据
え
、

旅
行
代
理
店
の
方
や
、
Ｈ
Ｐ
等
で

募
集
し
た
県
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
の
参
加
も
得
ま
し
た
。
カ

ニ
は
一
〇
三
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。
 

　
放
流
の
前
に
は
、
小
学
生
や
一

般
の
方
を
対
象
に
、
『
タ
カ
ア
シ

ガ
ニ
青
空
教
室
』
を
開
き
、
水
産
 

・
観
光
資
源
と
し
て
の
タ
カ
ア
シ

ガ
ニ
の
歴
史
や
放
流
の
意
義
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
、
参
加
者
の
方
々
に
、

カ
ニ
の
足
に
タ
グ
（
標
識
）
を
取

り
付
け
て
も
ら
い
、
カ
ニ
の
大
き

さ
や
重
さ
を
記
録
し
た
後
、
船
に

乗
り
込
ん
で
戸
田
湾
沖
で
放
流
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
波
が
や
や
高
か
っ
た
も

の
の
、
五
月
ら
し
い
気
持
ち
の
良

い
青
空
の
も
と
、
子
供
達
の
歓
声

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
放
流
事
業
は
、
地
元
戸
田

地
区
の
事
業
所
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
々
の
協
賛
を
得
て
行
っ
て
い

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
 

　
先
日
、
夏
ま
つ
り
全
体
会
議
が

開
催
さ
れ
、「
第
三
十
五
回
原
・

浮
島
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
」
の
開

催
が
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
原
・
浮
島
地
域
が
一
丸
と
な
っ

て
行
う
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
今
年
は
八
月
四
日
（
土
）
に

原
地
区
セ
ン
タ
ー
広
場
に
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
恒
例
の
花
火
大
会
や

お
化
け
屋
敷
を
始
め
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
や
出
店
が
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
 

　
七
月
二
十
一
日
（
土
）
、
戸
田

地
区
恒
例
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
『
戸

田
港
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

　
お
祭
は
、
中
央
桟
橋
か
ら
宝
泉

寺
（
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
の

乗
組
員
の
墓
が
あ
り
ま
す
）
ま
で

の
パ
レ
ー
ド
で
開
幕
し
、
供
養
祭

や
塩
衣
の
式
等
の
式
典
、
海
上
ダ

ン
ボ
ー
ル
レ
ー
ス
、
郷
土
芸
能
の

ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
海
上
か
ら
打
上

げ
る
花
火
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え

ま
す
。
 

シ
リ
ー
ズ
 名
所
・
史
跡
案
内
 

　
戸
田
の
御
浜
岬
は
西
側
（
外
海

側
）
が
駿
河
湾
に
面
し
て
い
て
、

長
い
砂
州
の
岬
に
は
松
な
ど
の
防

風
林
が
あ
り
穏
や
か
な
戸
田
港
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
初
夏
、
岬
を

散
歩
す
る
と
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ

色
の
ユ
リ
の
花
が
美
し
く
群
を
成

し
て
、
見
た
人
を
し
ば
し
優
雅
で

爽
や
か
な
ひ
と
時
に
浸
し
て
く
れ

ま
す
。
ス
カ
シ
ユ
リ
は
花
び
ら
の

間
に
透
き
間
が
あ
る
こ
と
が
名
前

の
由
来
の
よ
う
で
す
。
茎
の
長
さ

は
三
十
㎝
か
ら
六
十
㎝
く
ら
い
、

花
び
ら
は
十
㎝
く
ら
い
の
大
き
さ

で
す
。
ス
カ
シ
ユ
リ
の
花
言
葉
は
、

『
飾
ら
な
い
美
』
と
の
こ
と
で
す
。
 

　
御
浜
岬
で
は
、
ス
カ
シ
ユ
リ
の

他
に
紫
陽
花
や
ハ
マ
ユ
ウ
、
ハ
マ

ヒ
ル
ガ
オ
、
つ
わ
ぶ
き
等
が
見
ら

れ
ま
す
。
 

　松
御
浜
岬
の
ス
カ
シ
ユ
リ
 

富士山の麓で生産される 
お茶をイメージし､主に 
海外向けに作りました 

〈沼津(愛鷹)茶のロゴマーク〉 

戸
田
支
所
だ
よ
り
 

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
放
流
 


